
船舶事故調査報告書 

令和８年７月２２日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 衝突 

発生日時 令和７年１月２３日 ０９時２４分頃 

発生場所 境港第２区 

境港第２防波堤北灯台から真方位０００°２６０ｍ付近 

 （概位 北緯３５°３３.１′ 東経１３３°１６.５′） 

事故の概要  漁船西橋
にしはし

丸は、西進中、また、漁船夕凪
ゆうなぎ

は、漂泊中、両船が衝突し

た。 

事故調査の経過 令和７年４月３日、主管調査官（広島事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取手続実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

Ａ 漁船 西橋丸、４.６トン 

   ＳＮ３－１９８０７（漁船登録番号）、個人所有 

Ｂ 漁船 夕凪、０.２トン 

   ＴＴ３－９０８４（漁船登録番号）、個人所有 

 乗組員等に関する情報 Ａ 船長Ａ、一級小型・特定 

Ｂ 船長Ｂ、二級小型・特殊・特定 

 負傷者 なし 

 損傷 Ａ 船首部外板に亀裂 

Ｂ 左舷中央部外板に亀裂 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 南東、風速 約０.５m/s、視界 良好 

海象：海上 平穏 

 事故の経過 Ａ船は、船長Ａが１人で乗り組み、境水道東口付近でひき
．．

縄釣り

（トローリング）漁を行っていた。 

船長Ａは、レーダーを作動させず、ＧＰＳプロッターのみを使用

し、断続的に前路を見ながら操船していた。 

Ａ船が約４ノットの対地速力で西進しながら竿
さお

２本を用いて操業

中、船長Ａは魚が掛かったことに気付いて船尾部で釣り上げる準備を

開始した。 

船長Ａは、船尾部で、後方を向いて魚を釣り上げる作業に意識を集

中していたところ、Ａ船とＢ船とが衝突した。衝撃でＢ船と衝突した

ことに気付き、クラッチハンドルを中立の位置とし、その後、後進と

してＡ船をＢ船から離した。 

船長Ａは、Ｂ船と衝突する前のＡ船の針路を記憶していなかった。 

Ｂ船（船外機船）は、船長Ｂが１人で乗り組み、一本釣り漁業を終

え、船首を南方に向けて漂泊していた。 

船長Ｂは、右舷側で釣り糸の巻取作業を行っていた。 

船長Ｂは、船外機のプロペラに釣り糸を巻き込むおそれがあったの



で、釣り糸を早く巻き取ることに気を取られていた。 

船長Ｂは、左舷側からエンジンの音が聞こえたので確認したとこ

ろ、前方約５０ｍの距離にＢ船に向かってくるＡ船を認めた。 

船長Ｂは、Ａ船がＢ船に気付いて至近で避けると思ったが、Ａ船が

そのまま接近してきたので、どうすることもできず、Ｂ船の左舷中央

部とＡ船の船首部とが衝突した。（図１参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 事故発生場所概略図 

 

船長Ａ及び船長Ｂは、Ａ船及びＢ船の損傷を確認し、両船とも自力

航行が可能であったので、海上保安庁に通報することなく、各々の係

留場所に帰港した。 

Ｂ船が帰港した後、船長Ｂは、漁師仲間から海上保安庁に通報した

ほうが良いと言われ、本事故の発生を通報した。 

分析 (1) Ａ船 

① 船長Ａは、船尾部から出していた竿に魚が掛かっていたこと
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から、釣り上げる準備を開始したものと考えられる。 

② 船長Ａは、船尾部で後方を向いて魚を釣り上げることに意識

を集中していたことから、周囲の見張りを適切に行っていな

かったものと考えられる。 

③ ①及び②から、船長Ａは、前路で漂泊中のＢ船に気付かな

かったものと考えられる。 

(2) Ｂ船 

① 船長Ｂは、Ｂ船に向かってくるＡ船を認めたものの、釣り糸

の巻取作業を継続していたことから、同作業に意識が向き、Ａ

船の動静に注意を払っていなかったものと考えられる。 

② 船長Ｂは、Ａ船がＢ船に接近しても至近で避けると思ってい

たことから、漂泊したままの状態としたものと考えられる。 

③ ①及び②から、船長Ｂは、Ａ船がＢ船を避けると臆断し、衝

突回避の措置を採らなかったものと考えられる。 

(3) (1)及び(2)から、Ａ船が西進しながら操業中、Ｂ船が船首を南

方に向けて漂泊中、両船が衝突したものと考えられる。 

原因 本事故は、境港第２区において、Ａ船が西進しながら操業中、Ｂ船

が船首を南方に向けて漂泊中、船長Ａが、周囲の見張りを適切に行っ

ていなかったため、前路のＢ船に気付かず、また、船長Ｂが、接近す

るＡ船を認識していたが、Ａ船がＢ船を避けると臆断し、衝突回避の

措置を採らなかったため、両船が衝突したものと考えられる。 

再発防止策 今後の同種事故等の再発防止及び被害の軽減に役立つ事項として、

次のことが考えられる。 

・小型漁船及び小型船舶の船長は、常時、周囲の見張りを適切に行

うこと。 

・漂泊する小型船舶の船長は、接近する他船がある場合、自船を避

けると思い込まず、余裕のある時機に注意喚起を行い、必要に応

じて機関を始動して移動するなど衝突を避ける措置を採ること。 

・船長は、船舶事故が発生した場合、速やかに海上保安庁に通報す

ること。 


